
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 

１０/１４（火）～２/２０(金) 
 

①まずはお電話でお問い合わせください 日程等の調整をします 

   ☎０９６５-34-5555（八代市立博物館）  担当：木村  

②申込書の提出 

③打ち合わせ（目安として授業の２週間前までに） 

 

昔のくらし 
出前授業 

 

博物館学芸員が昔のくらしの道具を持って学校 

へ出前授業に伺います。ぜひご活用ください！ 
※出前授業は無料です。講演代や交通費は一切かかりません。 

※体験型授業ではありません。 

 

 

 

 

おひつぬくめ 

はがま 

八代市立博物館未来の森ミュージアム 

 

おひつ 

 

目安   時   間：１回の授業で 45 分間  

           児 童 数：１回の授業で 30 人前後まで 

 

 

 利用の流れ 
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１．学習のねらい  

①道具の変化や電気、ガス、水道といったライフラインの整備とともに、人びとの 

くらしがどのように変わっていったのかを学ぶ。 

②昔のくらしから、現代に生きる私たちがどんなことを学ぶことが出来るかを考え

る。（物や資源を大切にする考えなど） 

 

 

 

① あいさつ  

② 写真を見せながら、電気・ガス・水道がない時代のくらしについて説明。 

児童  昔のくらしのイメージをつかむ。 

③ 実物の資料を見せながら使い方等を説明。また、実際に触らせる。  

児童  道具の使い方や今の道具との違いを理解する。 

④ 学習のまとめ 

⑤ 質疑応答 

   

  

 

 

３．持参教材（予定） 

・博物館資料 3 点…はがま、おひつ、おひつぬくめ（炊飯関係の道具） 

・昔のくらしの様子が分かる写真や画像 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

出前授業プラン 

２．基本の授業の進め方（目安：45 分間） 

 

① あいさつ 

② 写真を見せながら、電気・ガス・水道がない時代のくらしについて説明。 

生徒  昔のくらしのイメージをつかむ。 

③ 実物の資料を見せながら使い方等を説明。また、実際に触らせる。  

生徒  道具の使い方や今の道具との違いを理解する。 

④ 学習のまとめ 

⑤ 質疑応答 

    

※あくまで基本となる授業の進め方です。 

細かいご要望等にも可能な範囲で対応いたします。 

  

 

２．持参資料  

①炊飯の道具：羽釜、おひつ、おひつぬくめ、徳利、  

②洗濯・アイロンの道具：洗濯板、ひのし、炭火アイロンニマシ 

 

３．ねらい 

・道具の変化と電気、ガス、水道といったライフラインの整備とともに、人びとのく 

らしがどのように変わっていったのかを知る。 

・ただくらしが便利になったということだけではなく、昔のくらしにも今の私たち 

が見習うべき面があることを知る（物や資源を大切にするなど） 

・ 

 

昨年度実施した出前授業の様子 

出前授業をご希望の際は、博物館までお電話ください。 

☎0965-34-5555（八代市立博物館）  担当：木村 

 
【お問い合わせ】 〒866-0863 熊本県八代市西松江城町 12-35 八代市立博物館未来の森ミュージアム   

TEL：0965-34-5555  FAX：0965-33-9200 

 

 


